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ニワトリ卵白のオボトランスフェリンには電気泳動法により 3 種類のタンパク質多型が存在

する。本研究で我々は日本と台湾在来鶏を用いて、3種類のうちのOTFBとOTFC変異体の

原因変異を同定し、両者間の抗菌活性を比較したので報告する。まず、薩摩鶏の卵管cDNA

を用いた OTF cDNA の塩基配列の解析によりタンパク質多型に対応した 3 ヶ所の非同義的

な SNP（T1809G: Ser52Ala、A2258G: Ile96Val、G7823A: Asp500Asn）を同定した。次に、これ

ら 3SNPs は、アジア在来鶏 3 集団を使ってタンパク質多型と遺伝子型との対応関係を検証し

た。その結果、G7823A 変異のみが完全に対応し、これら変異体の原因変異と同定した。最

後に、卵白から抽出したOTFBとOTFC変異体はグラム陽性菌ならびにグラム陰性菌に対す

る抗菌作用に有意差はなかった（P < 0.05）。本研究はオボトランスフェリンのタンパク質多型

の原因変異の同定とその抗菌活性への効果を調べた最初の報告である。  
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本研究では、ナノセレンの飼料添加が、高温環境に暴露された雄ブロイラーヒナの成長な

らびに抗酸化状態に及ぼす影響を調べた。36 羽の 15 日齢のヒナを、トウモロコシ・大豆粕を

主原料とする基礎飼料区と同飼料にナノセレン（Nano-Se）または亜セレン酸ナトリウム（SSe）

を添加（0.3 mg/kg）した飼料区の 3区に無作為に分けた。次に、それぞれの飼料区の 6羽は

熱的中性圏（22℃）に維持し、残りの 6 羽には暑高温環境（35℃、1 日 9 時間）に暴露し、15

日間の試験を行った。22℃に維持されたヒナにおいて、Nano-Se または SSe の給与は、飼養

成績およびに解体時の組織重量に影響を与えなかったが、高温環境に暴露されたヒナにお

いて、増体量および飼料摂取量は減少し、飼料要求率は増加した。また、高温環境下にお

いて、飼養成績に対する SSe の有益な効果は無かったが、Nano-Se の給与は増体量、飼料

摂取量、および飼料要求率に対する暑熱ストレスの負の影響を緩和した。加えて、Nano-Se

の給与は、肝臓グルタチオンペルオキシダーゼのmRNA発現量を増加させ、肝臓および浅

胸筋において脂質過酸化の指標であるマロンジアルデヒドの含量を減少させた。肝臓にお

けるインターロイキン２の mRNA 発現量も Nano-Se の給与により増加した。さらに、適温およ

び高温の両環境下において、Nano-Se は、浅胸筋中のセレンとビタミン E の含量を増加させ

た。以上の結果より、ブロイラーへのNano-Seの飼料添加は、高温環境下におけるブロイラー

の飼養成績、抗酸化状態、および免疫状態を改善する可能性が示唆された。 

 

キーワード：抗酸化酵素、nano-selenium、ブロイラー、暑熱ストレス、マロンジアルデヒド  
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ハイモイスチャー・イアコーン（HMEC）およびハイモイスチャー・シェルドコーン（HMSC）

の保存性および産卵鶏への給与が産卵成績および卵質に及ぼす影響を検討した。保存性

評価として、HMEC およびHMSCを平均気温26℃の室内に放置し、それらの品温を測定し

た。108 羽のロードアイランドレッド（53 週齢）を、９羽ずつ１２群に分けたのち、体重および産

卵成績が等しくなるように各群を３区に割り当てた。試験処理は、１）市販産卵鶏用飼料区

（CON）、２）HMEC区（EC）、３）HMSC区（SC）とし、各区の鶏（４群／処理）に６週間給与した。

各試験飼料の ME 含量（2.8Mcal/kg 乾物）および CP 含量（15.5%乾物）が等しくなるように飼

料設計し、各試験飼料に占める市販産卵鶏用飼料、HMECおよびのHMSCの構成割合（乾

物比）は、それぞれ 48.0%、55.7%および 48.5%とした。乾物飼料摂取量 (139~148g 乾物/日/

羽), 産卵率 (79~85%), 産卵量(47.6~51.2 g/日/羽)および飼料要求率 (2.7~3.1 g乾物飼料摂

取量/g産卵量)には処理間に差はみられなかった。SCの体重はCONよりも低かった(P<0.05)。

これは試験用飼料給与後 2 週間の飼料摂取量が他に比べて低かったことに起因し、試験用

飼料への切換えが原因であるとともに、馴致期間が十分であれば、体重減少は生じないと考

えられた。卵殻強度(3.27~3.52kg/cm2)およびハウユニット(80.0~83.5) は処理間に差はみられ

なかった。以上の結果から、HMEC または HMSC は、産卵鶏に給与しても産卵成績に影響

を及ぼすことはなく、産卵鶏用飼料の主要原料として利用できると考えられた。 
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わが国の食鳥処理場において，ブロイラーの著しく硬化した胸筋の発生が増加している。

43 日齢のコマーシャルブロイラー鶏群（Ross 308）から身体検査によって本病変の発現鶏と

非発現鶏と推定された個体を 3 羽ずつ選び出し，血液生化学検査，病理検査，細菌分離検

査に供した。これらの結果から胸筋の変性病変の発現は上腕の挙上可動性の低減と密接に

関連して生じていることが明らかとなった。胸筋は上腕の内転筋であることから，変性病変が

生じることで筋肉の伸展性を制限し，上腕の可動性を減じることにつながると推定される。す

なわち，上腕の挙上可動性の検査をすることで，胸筋の変性病変の発現鶏を簡便に鶏群か

ら摘発することができると考えられた。 

 

キーワード：クレアチンキナーゼ，ブロイラー，伸展性，胸筋，wooden breast 
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本実験は、ブロイラーヒナの腺胃と盲腸において、プロバイオティクス給与がリポ多糖

(LPS)により誘導される抗菌ペプチドのカテリシディン（CATHｓ）発現に影響する可能性の追

究を目的とした。ブロイラー初生ヒナ（チャンキー）に0.4％の賦形剤またはプロバイオティクス

を含む飼料を7日間給与した（それぞれP群と非P群）。その後に、実験1では、サルモネラ・

ミネソタ LPS を含まない、1 μg または 100 μg の LPS を含む水溶液を経口投与し(それぞれ

0-LPS 区、1-LPS 区、100-LPS 区)、実験2 では 0-LPS 区と 1-LPS 区を設けた。5 時間後に腺

胃と盲腸の粘膜を採取し、CATHｓ発現を RT-PCR 解析した。その結果、プロバイオティクスと

LPSを与えていないヒナの腺胃と盲腸のいずれでも、CATH1、2、3および 4の発現が検出さ

れた。腺胃では、実験 1 と 2 で、LPS 刺激後の CATHs 発現は P 群と非P 群との間で有意な

差を示さなかった。盲腸では、実験 1 で CATH2、実験 2 で CATH1 と 2 の発現にプロバイオ

ティクス給与と LPS 刺激による交互作用があり、1-LPS 区ヒナにおいて、これらの発現は非 P

群より P群で高かった。しかし、この 1-LPS区でのCATH3と 4の発現は非P群と P群とで差

を示さなかった。これらの結果から、プロバイオティクスの給与はヒナの盲腸においてグラム

陰性菌に対するCATH2発現能と、おそらくCATH1の発現能も高めて感染防御機能を向上さ

せると考えられた。 
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凍結保存された精子は受精能力に重篤な障害を受ける。哺乳動物精子と比べ、鳥類精子

では、この機能障害のメカニズムに関する研究は遅れている。精子の凍結傷害は細胞膜に

おいて最初に起こる。膜ラフトはステロール、ガングリオシド GM1、および機能性タンパクを豊

富に含む細胞膜領域で、哺乳動物では受精の間に精子で発現する様々な機能の制御に関

わっている。哺乳動物精子において、凍結保存処理が引き起こす細胞膜の変化を調べた結

果、膜ステロールの流出により引き起こされる膜ラフトの組成変化は、受精能力の低下に関

与していることが示唆された。最近我々は、膜ラフトがニワトリ精子にも存在することを明らか

にした。そこで本研究では、ニワトリ凍結保存精子における機能障害誘起のメカニズムを、凍

結保存による膜ラフトの組成変化に注目して調べた。その結果、凍結保存処理は精子にお

いて膜ステロールの流出を誘起することが分かった。また、界面活性剤不溶性膜の生化学分

析により、膜ラフトの脂質及びタンパク組成は凍結保存処理によって劇的に変化することが明

らかになった。この変化の生理的役割を探査するため、アポトーシスの初期変化として知ら

れるホスファチジルセリン(PS)の膜表面への転移状況を調べた。その結果、凍結保存処理は

精子において原形質膜からのステロールの流出を介して初期アポトーシスを誘導することが

分かった。さらに、PS の転移はアポトーシスカスケードの下流において重要な役割を果たす

キャスパーゼ３の活性化を伴わないことも分かった。以上の結果を元に、鳥類精子が凍結保

存により受精能力を喪失するメカニズムを考察する。 

 

キーワード: アポトーシス、凍結保存、膜ラフト、精子、ステロール 
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 ニワトリプロラクチン制御エレメント結合タンパク質 (PREB)は繁殖周期においては PRL と同

様の変動を示すが、発生期においては PRL に先行して発現が上昇する。このことから PREB

の遺伝子発現変動は視床下部 VIPの量的変化と関連する事が予想されるが、詳細は不明で

ある。本研究では下垂体におけるPREB及びPRLに対するVIPとフォルスコリンの効果を検討

することを目的とした。種卵を孵卵し、14 日目および 20 日目に下垂体を採取した。採取した

下垂体はM199培養液で30分前培養を行い、その後培養液を置換した後、VIP（10-7M）および

フォルスコリン(10−4M)の条件で60分間の器官培養を行った。また産卵している白色レグホー

ン及び名古屋種に体重 kgあたり 75μgの VIPを投与し 60分後に下垂体を採取した。下垂

体からの RNAの抽出を行った後に逆転写-PCRにより PRL及び PREBの cDNAを増幅し、発現

量変動を測定した。14 日胚では VIP による効果は認められず、フォルスコリンによる効果の

み認められた。20日胚の下垂体では VIP及びフォルスコリン共に PREBと PRL遺伝子の発現

を誘起した。また、産卵中の白色レグホーン及び名古屋種共に有意な発現量増加が PRL、

PREBともに認められた。VIPによる効果が14日胚と20日胚では異なる理由としてVIPレセプ

ターの発現量によると考えられる。VIP刺激に対する応答性はPRL細胞分化と関連があると報

告した Woods and Porterの報告を裏付けるとともに PREBが発現に関与している可能性を示

唆している。さらに、白色レグホーン及び名古屋種共に発現量の増加が認められた事から繁

殖周期において認められる PREB mRNAの変動は PRLの変動とともに VIPにより影響を受けて

いる可能性が高い事が示された。 

 

キーワード： Forskolin, PREB, PRL, VIP 


